On the Meaning of "望" by 矢野 主税
望
の
意
義
に
つ
い
て
序
目
頭第
一
群
薄
二
節
第
三
節
結
　
　
語
次諸
説
の
要
約
と
問
題
の
所
在
唐
朝
の
望
の
意
味
と
用
法
に
つ
い
て
唐
朝
の
望
1
1
郡
望
に
つ
い
て
　
従
来
、
望
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
地
唄
南
朝
を
中
心
に
越
智
氏
が
、
北
朝
を
中
心
に
筆
者
が
、
唐
代
を
中
心
に
し
て
、
竹
田
氏
及
び
池
田
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
言
及
さ
れ
て
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
望
の
意
義
に
つ
い
て
は
か
な
り
明
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
意
義
も
一
応
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
註
）
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
魏
晋
南
朝
と
北
朝
と
に
お
い
て
は
、
望
は
人
に
関
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
殆
ん
ど
そ
の
点
変
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
代
で
は
、
そ
の
よ
う
な
用
法
も
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
異
っ
て
、
土
地
に
関
し
て
使
用
さ
れ
た
例
が
極
め
て
多
く
な
っ
て
く
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
唐
代
独
自
と
も
み
ら
れ
る
用
法
は
、
魏
々
南
朝
或
は
北
朝
に
お
け
る
用
法
と
全
く
無
縁
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
更
に
、
万
代
の
こ
の
よ
う
な
独
自
と
も
み
ら
れ
る
用
法
の
出
現
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
の
疑
問
が
わ
く
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
従
来
の
諸
説
を
要
約
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
、
当
代
に
み
ら
れ
る
土
地
に
関
す
る
用
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
矢
野
主
税
註
、
望
に
つ
い
て
の
各
氏
の
論
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
こ
　
れ
ら
の
論
文
に
言
及
す
る
場
合
は
、
単
に
「
某
氏
前
掲
論
文
」
と
記
す
。
　
越
智
重
明
氏
「
魏
晋
南
朝
の
士
大
夫
に
つ
い
て
」
（
「
東
洋
史
学
」
第
二
十
九
輯
）
　
矢
野
「
北
朝
に
お
け
る
民
望
の
意
義
に
つ
い
て
」
（
（
「
長
崎
大
学
学
芸
学
部
社
　
会
科
学
論
叢
」
（
第
六
号
）
）
、
竹
田
龍
児
氏
「
唐
代
士
人
の
郡
望
に
つ
い
て
」
　
（
「
史
学
」
（
第
二
＋
四
巻
第
四
号
）
）
、
池
田
温
氏
「
唐
代
の
郡
望
表
上
・
下
」
　
（
「
東
洋
学
報
」
（
第
四
十
二
巻
第
三
・
四
号
）
）
。
第
一
節
　
諸
説
の
要
約
と
問
題
の
所
在
　
先
ず
従
来
の
諸
説
を
要
約
し
、
問
題
の
所
在
を
明
か
に
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
ω
珍
書
南
朝
の
望
に
つ
い
て
。
1
越
智
氏
所
説
の
要
約
（
前
掲
論
文
に
よ
る
）
。
　
越
智
氏
が
魏
晋
南
朝
の
望
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
大
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
「
人
物
に
関
し
て
用
い
ら
れ
た
望
と
い
う
用
語
に
は
、
人
々
の
望
み
み
る
人
物
、
人
々
か
ら
望
み
み
ら
れ
る
人
物
と
い
っ
た
意
味
を
も
つ
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
主
と
し
て
e
政
治
理
念
的
観
点
か
ら
用
い
ら
れ
る
も
の
と
、
口
官
界
の
現
実
に
密
着
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
が
考
え
ら
れ
る
。
e
の
望
は
、
六
朝
的
な
儒
教
の
政
治
的
理
念
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
南
窺
書
（
2
3
）
の
、
　
「
史
臣
日
。
…
…
楮
渕
當
年
始
初
運
。
清
塗
己
顕
。
数
年
之
闘
。
不
患
無
位
。
昼
酒
民
望
御
見
引
。
亦
随
民
望
三
期
之
。
」
と
い
う
の
は
、
宋
の
天
子
が
そ
の
大
権
行
為
の
一
つ
と
し
て
の
人
事
に
お
い
て
、
民
の
望
み
に
よ
っ
て
楮
渕
を
挙
用
し
、
又
楮
渕
が
民
の
望
み
に
従
っ
て
宋
王
朝
を
去
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
〇
号
（
矢
野
）
た
の
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
前
半
は
政
治
理
念
上
天
子
の
行
う
こ
と
が
、
人
々
の
望
み
に
応
え
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
て
、
魏
の
州
大
中
正
制
の
出
現
前
に
お
い
て
は
、
郷
党
に
お
け
る
そ
の
個
人
に
対
す
る
評
判
一
そ
の
才
徳
の
評
価
が
、
官
僚
と
し
て
の
資
格
を
き
め
た
の
で
、
州
大
中
正
制
出
現
前
に
お
い
て
は
、
望
に
つ
い
て
の
、
政
治
理
念
と
官
界
に
お
け
る
現
実
と
の
一
致
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
州
大
中
正
出
現
後
、
家
格
の
固
定
化
が
強
ま
り
、
望
を
め
ぐ
る
政
治
理
論
は
単
な
る
理
念
と
化
し
て
ゆ
き
、
こ
こ
に
望
の
用
法
に
つ
い
て
の
、
官
界
の
現
実
の
場
に
お
け
る
変
化
が
起
っ
た
と
い
え
る
。
即
ち
、
口
の
官
界
の
現
実
に
密
着
し
て
用
い
ら
れ
る
望
は
、
以
上
の
よ
う
な
個
人
中
心
か
ら
家
格
中
心
へ
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
第
一
に
は
、
望
が
旧
来
通
り
の
個
人
を
対
象
と
し
た
用
法
で
あ
る
場
合
は
、
官
僚
た
る
条
件
の
中
で
望
の
も
つ
比
重
が
軽
く
な
る
し
、
第
二
に
は
、
望
が
個
人
を
主
対
象
と
し
た
用
法
で
は
な
く
な
り
、
家
格
の
高
い
こ
と
、
そ
れ
に
基
く
現
象
を
指
す
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
変
化
が
起
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
前
者
に
つ
い
て
は
、
曝
書
（
7
9
）
紅
隈
伝
に
、
　
「
石
在
職
。
務
存
文
刻
。
既
無
他
才
望
。
直
以
宰
相
弟
、
兼
有
大
勲
。
遂
居
清
顕
。
」
と
い
う
の
は
、
陳
津
軽
氏
に
属
す
る
者
は
、
才
望
が
な
く
て
も
要
官
に
つ
き
え
た
の
を
示
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
晋
書
（
6
6
）
陶
侃
々
に
、
　
「
史
黒
日
。
…
…
士
行
、
望
非
世
界
。
俗
異
乙
嫁
。
」
と
あ
る
場
合
の
望
は
、
家
柄
の
高
い
点
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。
」
　
越
智
氏
は
以
上
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
の
意
見
を
更
に
箇
條
書
き
に
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
一
、
望
は
本
来
個
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
魏
晋
南
朝
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
、
二
、
州
大
中
正
設
置
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
望
に
つ
い
て
の
、
政
治
理
念
と
官
界
に
お
け
る
現
実
と
の
一
致
が
破
れ
て
、
現
実
的
に
は
、
家
格
の
高
さ
、
或
は
そ
れ
に
基
く
現
象
を
指
す
用
法
が
発
生
し
た
、
二
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
門
閥
社
会
の
成
熟
に
つ
れ
て
、
望
の
意
味
、
用
法
は
そ
の
本
来
的
な
も
の
か
ら
、
門
閥
社
会
的
な
も
の
へ
と
変
化
拡
大
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ω
　
北
朝
の
望
に
つ
い
て
。
f
筆
者
説
の
要
約
（
前
掲
論
文
に
よ
る
）
。
　
筆
者
の
小
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
「
望
の
半
里
的
な
意
味
は
、
　
「
の
ぞ
む
」
　
「
の
ぞ
み
」
　
「
の
ぞ
む
と
こ
ろ
の
も
の
」
　
「
の
ぞ
ま
れ
る
も
の
」
と
い
う
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
朝
に
あ
れ
ば
朝
望
で
あ
り
、
才
が
あ
れ
ば
才
望
で
あ
り
、
徳
が
あ
れ
ば
徳
望
で
あ
り
、
或
は
、
職
望
が
職
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
な
、
単
に
修
辞
と
し
て
の
用
法
も
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
個
人
に
関
す
る
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
に
早
く
三
国
時
代
か
ら
、
一
族
の
格
式
の
高
さ
を
示
す
用
法
が
生
じ
、
望
族
と
か
族
望
と
か
の
如
く
、
一
般
的
に
有
力
氏
族
を
意
味
す
る
も
の
は
、
南
朝
に
も
北
朝
に
も
行
わ
れ
て
い
た
。
北
耳
茸
に
な
る
と
、
地
方
豪
族
の
あ
る
階
層
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
例
え
ば
、
族
望
、
士
望
都
民
望
、
民
望
な
ど
と
呼
ば
れ
た
社
会
階
層
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。
」
以
上
の
筆
者
説
の
要
約
を
、
更
に
草
藁
書
的
に
示
せ
ば
、
一
、
望
は
本
来
個
人
的
な
資
質
を
示
す
用
法
が
多
く
、
時
に
は
単
な
る
修
辞
と
　
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
、
二
、
一
族
の
家
格
を
示
す
用
法
も
魏
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
存
在
し
た
、
三
、
北
朝
で
は
、
土
着
勢
力
の
階
層
を
示
す
の
に
も
用
い
ら
れ
た
、
　
と
い
う
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
㈲
　
唐
朝
の
望
に
つ
い
て
。
1
池
田
氏
、
竹
田
氏
所
説
の
要
約
（
両
氏
前
掲
論
文
　
に
よ
る
）
。
　
先
ず
、
池
田
氏
の
説
明
を
み
る
に
、
大
体
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
望
は
本
来
ノ
ゾ
ミ
ミ
ル
・
ノ
ゾ
ム
と
い
う
動
詞
で
あ
る
が
、
更
に
こ
の
動
詞
の
対
象
と
な
る
ノ
ゾ
ミ
ミ
ラ
レ
ル
モ
ノ
・
ノ
ゾ
マ
レ
ル
モ
ノ
と
い
う
意
義
を
も
つ
。
そ
し
て
六
朝
時
代
の
人
物
評
定
の
基
準
は
全
く
郷
里
の
人
々
の
評
判
即
ち
声
望
に
依
存
し
た
。
官
人
の
推
薦
評
定
に
あ
た
る
中
正
の
任
は
、
本
人
の
才
識
（
徳
）
と
な
ら
ん
で
郷
党
の
客
観
的
評
価
た
る
望
を
忠
実
に
国
権
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
望
が
個
人
か
ら
特
定
の
家
系
、
更
に
特
定
の
著
姓
と
結
ば
れ
る
。
又
望
は
本
来
郷
里
と
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
、
望
が
家
系
、
姓
即
ち
人
間
か
ら
一
転
し
て
そ
の
出
身
地
を
も
意
味
す
る
場
合
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
語
義
の
転
化
の
過
程
は
当
然
そ
の
背
景
と
し
て
系
譜
尊
重
の
社
会
或
い
は
中
正
制
度
の
大
き
な
力
を
予
想
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
　
一
方
門
閥
の
居
住
地
に
つ
い
て
み
る
に
、
本
来
郡
の
賜
姓
か
ら
育
っ
た
門
閥
も
、
官
僚
機
構
に
組
入
れ
ら
れ
る
と
共
に
都
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
必
然
の
勢
で
、
本
貫
と
の
結
び
つ
き
は
稀
薄
化
す
る
。
竹
田
氏
に
よ
れ
ば
、
壁
代
士
族
は
一
般
に
本
貫
地
と
現
住
地
と
を
こ
と
に
し
、
亜
聖
と
い
う
の
は
、
そ
の
曾
て
の
本
貫
に
他
な
ら
な
い
。
六
朝
門
閥
が
拾
頭
し
、
姓
望
の
重
視
と
共
に
、
郡
名
と
姓
の
結
び
つ
き
が
固
定
化
し
た
の
は
三
世
紀
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
嘉
の
乱
後
、
多
く
の
衣
冠
の
族
が
江
南
に
逃
れ
る
に
つ
れ
て
、
抽
象
的
郡
望
観
念
は
強
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
姓
望
と
し
て
固
定
化
さ
れ
た
そ
の
出
身
の
郡
名
が
、
流
図
な
ど
に
よ
っ
て
現
実
性
を
失
う
や
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
抽
象
的
価
値
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
　
次
に
、
竹
田
氏
の
説
明
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
「
郡
望
と
は
元
来
は
郡
中
の
望
族
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
転
じ
て
蟹
族
達
の
そ
も
そ
も
の
本
拠
で
も
あ
り
本
貫
で
も
あ
っ
た
地
を
称
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
藤
湖
南
博
士
は
郡
望
を
原
籍
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
簡
に
す
ぎ
る
の
で
、
　
『
祖
先
発
祥
の
地
』
と
か
、
　
『
一
族
本
来
の
根
拠
地
」
と
か
い
っ
た
風
な
、
一
族
に
と
っ
て
の
由
縁
の
地
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
一
種
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
史
通
で
は
郡
望
と
い
う
語
は
用
い
な
い
で
、
　
『
姓
望
出
つ
る
所
の
邑
里
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
語
を
邦
訳
す
る
と
す
れ
ば
、
『
昔
の
本
籍
』
と
で
も
い
う
よ
り
他
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
郡
望
を
称
す
る
風
習
は
、
何
時
ど
の
よ
う
に
し
て
起
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
門
閥
主
義
の
発
達
と
関
望
の
意
義
に
つ
い
て
（
矢
野
）
連
さ
せ
て
、
起
源
を
後
漢
に
求
め
る
説
が
あ
り
、
又
更
に
、
同
姓
間
の
系
属
関
係
を
明
か
に
す
る
為
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」
　
以
上
の
池
田
、
竹
田
両
氏
の
所
説
を
、
更
に
箇
條
書
き
と
し
て
ま
と
め
れ
ば
、
池
田
氏
に
つ
い
て
は
、
一
、
望
は
本
来
は
個
人
的
資
質
評
価
に
関
す
る
用
法
で
あ
っ
た
ろ
う
、
二
、
中
正
制
度
下
で
、
郷
党
の
評
価
た
る
声
望
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
　
個
人
か
ら
家
系
、
姓
、
更
に
は
郷
里
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
転
化
し
た
、
そ
の
よ
う
な
郡
と
姓
と
の
結
び
つ
き
は
恐
ら
く
三
世
紀
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
三
、
東
晋
以
降
、
士
人
達
の
出
身
難
名
が
現
実
性
を
失
う
と
、
反
っ
て
郡
望
観
　
念
は
強
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
え
る
し
、
竹
田
氏
に
つ
い
て
は
、
一
、
門
閥
主
義
の
発
達
、
一
族
の
分
派
な
ど
に
よ
っ
て
郡
望
は
成
立
し
た
、
二
、
郡
望
と
は
郡
の
望
族
の
意
で
あ
っ
た
が
、
転
じ
て
そ
の
馬
鐸
の
本
拠
地
を
　
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
え
よ
う
か
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
各
氏
の
説
に
共
通
の
点
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は
、
ω
　
望
は
元
来
は
個
人
的
資
質
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
魏
晋
南
北
朝
、
唐
　
朝
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
、
②
　
更
に
、
門
閥
社
会
に
お
い
て
は
、
家
格
、
家
系
の
地
位
な
ど
を
示
す
も
の
　
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
唐
代
に
は
、
他
の
時
代
に
み
ら
れ
な
い
用
法
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
．
㈲
　
「
そ
の
嘗
て
の
本
貫
地
」
と
い
う
意
味
の
用
法
が
一
般
化
し
た
形
で
用
い
　
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
魏
晋
南
朝
及
び
北
朝
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
は
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
〇
号
「
望
u
郡
望
」
は
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
に
「
郡
望
と
土
断
」
な
る
論
文
（
（
史
学
研
究
」
百
＋
三
号
）
で
詳
細
に
ふ
れ
る
）
、
形
の
上
で
は
、
そ
の
よ
う
な
望
の
用
法
は
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
魏
晋
南
朝
や
北
朝
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
唐
代
の
郡
望
に
あ
た
る
よ
う
な
、
望
の
使
用
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
断
じ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
若
し
昔
の
本
貫
地
を
意
味
す
る
語
と
し
て
の
望
1
1
郡
望
が
、
始
め
て
唐
代
に
お
い
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
用
法
出
現
の
意
味
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
等
の
疑
閥
が
起
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
を
考
え
て
み
た
い
。
第
二
節
唐
朝
の
望
の
意
味
、
用
法
に
つ
い
て
　
先
ず
唐
代
に
お
い
て
も
、
前
代
か
ら
み
る
望
の
用
法
が
依
然
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
簡
単
に
述
べ
、
つ
い
で
、
次
節
に
お
い
て
唐
代
独
自
の
土
地
に
関
す
る
用
法
に
つ
い
て
評
論
し
て
み
よ
う
。
ω
　
個
人
に
関
す
る
用
法
。
㈲
　
人
物
を
さ
す
望
に
つ
い
て
。
い
ま
、
中
州
家
山
遺
文
、
孟
頭
墓
誌
銘
を
み
　
る
に
、
　
「
君
誹
頭
字
恵
。
朧
西
之
望
也
。
」
と
い
う
の
は
、
孟
頭
な
る
人
物
が
朧
西
の
望
で
あ
る
と
い
っ
た
の
で
あ
り
、
文
苑
英
華
（
2
6
9
）
長
府
墓
誌
に
、
　
「
独
孤
公
文
徳
為
天
下
望
。
幽
閉
則
従
容
討
論
。
出
血
無
慮
政
事
。
」
と
み
え
、
鄭
下
家
墓
遺
文
、
張
悸
墓
誌
に
、
　
「
祖
哲
金
紫
光
禄
大
夫
、
恒
州
刺
史
。
父
慶
輔
国
将
軍
、
諌
議
大
夫
。
並
民
　
望
国
華
。
朝
推
領
袖
。
」
と
み
え
、
池
田
温
氏
著
「
唐
代
氏
族
志
の
一
考
察
」
　
（
「
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
」
（
1
3
の
2
）
）
所
引
、
敦
燵
名
族
志
櫛
巻
に
は
、
　
「
陰
氏
、
随
唐
已
来
。
尤
為
望
族
。
…
…
陽
祖
、
郷
閾
令
望
。
州
縣
田
儀
、
　
年
八
十
四
。
」
四
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
、
望
、
民
望
、
令
望
が
、
す
べ
て
あ
る
人
物
に
つ
い
て
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
働
　
個
人
の
政
治
的
、
社
会
的
地
位
、
或
は
資
質
に
関
す
る
も
の
。
い
ま
、
八
　
年
魚
金
石
補
正
（
6
5
）
浬
王
妃
章
氏
墓
誌
に
よ
る
に
、
　
「
妃
姓
章
氏
、
虚
血
兆
長
安
人
。
祖
提
皇
朝
中
綬
大
夫
。
…
…
父
昭
訓
皇
朝
　
中
散
大
夫
。
…
…
皆
公
望
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
祖
や
父
が
そ
れ
ぞ
れ
公
望
で
あ
る
と
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
公
た
る
資
質
を
も
っ
た
人
物
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
或
は
又
、
全
唐
文
（
7
0
5
）
太
中
大
夫
国
子
祭
酒
頴
川
豆
蒔
国
男
賜
紫
金
魚
袋
贈
戸
部
尚
書
韓
公
行
状
に
は
、
　
「
未
弱
冠
。
以
門
蔭
補
宏
文
生
。
満
歳
参
調
。
侍
郎
達
契
殉
。
矯
二
念
正
。
　
占
地
望
降
資
。
署
島
影
太
子
陵
令
。
」
と
あ
り
、
全
唐
文
（
3
6
8
）
義
成
軍
節
度
使
贈
太
保
二
二
翰
碑
銘
に
も
、
　
「
以
公
人
才
地
望
。
宜
副
領
條
。
起
家
云
々
。
」
と
み
え
、
全
唐
文
（
7
8
7
）
章
斌
伝
に
も
、
　
「
章
斌
叢
生
於
三
門
。
善
性
頗
歯
質
。
揚
地
望
素
高
。
冠
菟
特
盛
。
」
と
あ
り
、
更
に
八
鍵
室
金
石
補
正
（
3
6
）
衛
尉
少
卿
息
豆
盧
孫
墓
誌
に
も
、
　
「
衛
尉
少
卿
愈
愈
高
華
。
音
容
紹
令
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
望
は
、
門
地
、
家
柄
と
い
う
如
き
で
外
そ
れ
ら
の
人
々
の
社
会
的
地
位
を
指
す
も
の
と
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
こ
れ
に
似
た
用
法
に
、
八
環
室
金
石
補
正
（
3
6
）
太
子
左
衛
長
史
杜
延
基
善
悪
氏
墓
誌
に
、
　
コ
一
当
杜
延
髄
、
籍
望
清
華
。
聲
芳
寓
縣
。
求
我
令
堂
。
」
と
み
え
る
籍
望
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
豆
盧
孫
墓
誌
の
、
「
地
最
高
華
－
」
と
同
様
な
表
現
と
考
え
て
よ
い
の
で
、
や
は
り
鐘
堂
杜
皇
基
の
家
格
、
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
㈲
　
　
一
族
に
関
す
る
用
法
。
囚
　
政
治
的
、
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
の
用
法
。
’
　
い
ま
全
唐
文
（
0
2
3
）
潤
州
大
郷
寺
故
大
徳
雲
禅
師
碑
に
よ
る
に
、
　
「
俗
姓
申
氏
。
其
先
、
魏
都
之
望
。
出
於
士
爵
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
申
氏
の
祖
先
が
魏
都
の
望
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
算
氏
の
社
会
的
地
位
を
示
す
記
録
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
唐
代
に
は
極
め
て
多
い
。
例
え
ば
、
八
環
金
石
補
正
（
3
8
）
南
週
令
孟
貞
墓
誌
銘
に
よ
る
に
、
　
「
鞘
組
貞
字
君
漢
。
河
内
人
也
。
帝
顎
頚
之
苗
冑
。
周
文
王
胤
緒
。
望
重
河
内
。
」
と
み
え
、
全
唐
文
（
4
8
7
）
福
建
観
察
使
鄭
公
墓
誌
銘
に
は
、
　
「
夫
人
萢
陽
盧
氏
、
著
作
郎
侑
之
女
也
。
望
申
北
州
。
徳
成
公
家
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
望
は
、
　
「
望
は
河
内
に
重
し
」
と
か
、
　
「
望
は
北
州
に
申
べ
、
徳
は
公
家
を
成
す
」
と
い
う
表
現
か
ら
み
る
に
、
河
内
或
は
北
州
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
社
会
的
地
位
を
示
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
と
同
様
な
例
は
、
文
苑
英
華
（
4
3
9
）
頴
川
郡
太
夫
人
陳
氏
神
道
士
に
、
　
「
両
州
接
縣
。
二
門
斉
望
。
」
と
い
う
斉
望
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
碑
文
に
よ
っ
て
み
る
と
、
雷
州
の
陳
玄
の
家
と
、
羅
州
の
楊
暦
の
家
と
の
二
門
が
、
そ
の
社
会
的
地
位
を
斉
し
う
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
文
苑
英
華
（
3
1
9
）
空
々
州
都
督
王
仁
忠
神
道
碑
に
は
、
　
「
尋
黙
示
近
姻
戚
、
申
出
衣
冠
。
価
加
朝
散
大
夫
。
試
本
寺
丞
。
」
と
み
え
る
が
、
こ
の
望
は
門
地
に
対
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
，
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
地
位
に
対
す
る
政
治
的
地
位
を
示
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
用
法
は
、
文
苑
英
華
（
0
0
9
）
唐
贈
太
子
太
師
諸
公
神
道
碑
を
み
る
に
、
　
「
魏
以
荷
陳
為
盛
挙
。
南
朝
以
王
謝
為
高
望
。
」
と
い
っ
て
い
る
高
望
に
も
み
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
高
望
は
政
治
的
、
社
会
的
地
位
を
く
る
め
て
の
高
望
と
い
う
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
望
は
、
先
述
門
望
の
場
合
に
み
た
如
く
、
一
種
の
　
望
の
意
義
に
つ
い
て
（
矢
野
）
歴
史
的
伝
統
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
は
鄭
下
家
墓
遺
文
翠
玉
、
段
子
墓
誌
に
、
　
「
君
諜
子
字
謙
。
其
先
出
自
武
威
。
因
官
河
北
。
今
為
安
陽
縣
人
。
氏
何
由
命
。
、
因
京
邑
廃
寺
。
望
何
箇
興
。
自
都
護
而
著
族
。
」
と
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
望
は
何
に
よ
っ
て
か
興
る
、
都
護
よ
り
し
て
族
を
著
わ
す
。
」
と
い
っ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
望
と
は
、
そ
の
祖
先
の
う
ち
の
あ
る
有
力
者
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ら
れ
て
、
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
家
格
、
政
治
的
或
は
社
会
的
地
位
を
さ
す
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
望
と
熟
し
た
一
、
二
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
。
望
族
の
例
。
望
族
と
い
う
用
法
は
可
な
り
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
は
、
例
え
ば
文
苑
英
華
（
3
8
8
）
贈
太
尉
斐
行
倹
神
道
碑
に
、
　
「
魏
晋
聖
代
。
諺
為
盛
門
。
八
戸
八
王
。
聲
振
海
内
。
三
子
尊
為
三
祖
。
望
　
高
士
族
。
」
と
み
え
て
、
魏
晋
時
代
の
斐
氏
を
「
望
高
士
族
」
と
し
て
い
る
如
き
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
時
に
は
、
全
唐
文
（
…
…
）
昭
義
軍
節
度
使
辛
公
神
道
碑
に
、
　
「
辛
氏
於
朧
西
為
望
家
。
」
と
い
う
如
く
、
望
家
と
い
う
用
法
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
さ
て
、
以
下
に
王
族
の
用
例
に
つ
い
て
み
る
に
、
全
唐
文
（
…
…
）
故
朝
州
大
夫
検
校
尚
書
吏
号
砲
兼
御
史
申
丞
賜
紫
金
魚
袋
清
河
縣
開
国
男
贈
靴
師
崔
公
神
道
碑
に
よ
る
に
、
　
「
昔
為
手
族
。
今
為
八
柳
。
天
爵
人
爵
。
蔚
然
両
尊
。
」
と
み
え
る
。
こ
の
神
道
碑
の
冒
頭
を
み
る
に
、
　
「
太
師
諦
唾
字
平
仲
。
清
河
東
武
城
人
。
…
…
墨
画
之
子
伯
基
始
居
清
河
。
　
又
十
五
葉
生
炎
。
為
魏
名
臣
。
又
心
葉
生
休
。
仕
後
蚊
為
七
兵
尚
書
。
七
兵
　
之
弟
日
寅
。
為
楽
安
太
守
。
公
卿
楽
安
八
代
孫
。
始
以
閥
閲
授
鄭
州
参
学
。
　
…
…
突
変
四
姓
。
崔
為
之
冠
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
〇
号
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
こ
の
清
河
仁
心
は
自
ら
を
一
流
の
門
閥
と
考
え
て
い
た
に
相
違
な
く
、
そ
れ
が
望
族
と
か
影
壁
と
か
の
表
現
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
或
は
又
、
鄭
下
家
墓
遺
文
、
杜
欽
墓
誌
に
、
　
「
直
諌
本
字
敬
恵
。
五
族
長
安
杜
康
之
胤
。
」
と
み
え
、
八
曖
室
金
石
補
正
（
6
5
）
浬
王
妃
章
氏
墓
誌
に
は
、
　
「
妃
即
准
陽
府
君
之
第
四
女
也
。
自
心
置
今
。
門
為
望
族
。
」
と
み
え
、
文
苑
英
華
（
3
0
9
）
慶
王
府
司
馬
徐
府
君
碑
に
、
　
「
夫
人
賛
皇
縣
君
趙
郡
李
氏
。
北
州
望
族
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
心
逸
は
、
新
唐
書
（
…
…
）
柳
沖
融
車
引
柳
芳
氏
族
論
に
、　
「
江
左
定
氏
族
。
凡
郡
上
姓
第
一
思
為
右
姓
。
耳
糞
、
以
郡
四
姓
為
右
姓
。
　
斉
浮
屠
曇
剛
類
例
、
細
動
門
為
右
姓
。
周
建
徳
氏
族
、
以
四
海
通
望
為
右
　
姓
。
．
階
馬
下
氏
族
、
以
上
品
茂
姓
為
右
姓
。
唐
貞
観
氏
族
志
、
凡
第
一
塾
則
　
為
右
姓
。
華
氏
著
聞
略
耳
翼
門
為
右
姓
。
柳
沖
姓
族
系
録
、
凡
四
海
下
智
則
　
為
右
姓
。
」
と
み
え
て
い
る
と
こ
ろ
の
右
姓
即
ち
各
時
代
第
一
等
の
家
格
と
さ
れ
て
い
る
四
海
の
．
望
族
、
と
い
う
如
き
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
望
は
そ
の
一
族
の
社
会
的
地
位
或
は
政
治
的
地
位
を
示
す
場
合
に
用
い
ら
れ
た
が
、
玉
代
の
よ
う
に
、
一
族
が
多
く
の
分
派
に
分
れ
、
門
流
は
独
立
し
た
よ
う
な
時
代
と
な
る
と
（
筆
者
著
「
門
閥
社
会
史
」
そ
の
他
長
崎
大
学
学
芸
学
部
社
会
科
学
論
叢
発
表
の
拙
稿
、
「
重
氏
研
究
稿
」
「
章
氏
研
究
」
　
「
鄭
氏
研
究
」
等
参
照
の
こ
と
。
）
そ
の
よ
う
な
社
会
的
評
価
は
そ
れ
ぞ
れ
の
門
流
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
新
唐
書
（
9
5
）
高
倹
伝
に
、
　
「
後
房
玄
齢
、
魏
徴
、
李
動
復
與
昏
。
故
望
不
減
。
辛
労
書
眉
其
房
望
。
錐
　
一
姓
中
。
高
下
縣
隔
。
」
と
み
え
る
の
は
、
　
「
一
つ
の
姓
の
中
で
も
、
分
派
と
し
て
の
房
の
中
に
は
高
い
望
の
房
も
あ
れ
ば
、
低
い
房
も
あ
っ
て
、
一
説
中
で
も
分
派
の
社
会
的
評
価
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
は
高
下
の
へ
だ
た
り
が
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
望
族
、
望
家
と
い
わ
れ
た
場
合
で
も
必
ず
し
も
一
族
全
体
を
指
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
場
合
も
可
な
り
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
・
族
望
の
例
。
い
ま
全
唐
文
（
1
1
6
）
丞
相
礼
部
尚
書
文
公
権
徳
送
文
集
序
を
み
る
に
、
　
「
公
諦
徳
二
字
載
之
。
天
水
人
也
。
族
望
祖
宗
之
遠
。
當
官
行
己
軸
組
。
語
　
在
國
史
。
銘
於
墳
而
碑
於
途
。
此
不
当
詳
。
」
と
み
え
、
或
は
太
平
廣
記
（
4
8
1
）
氏
族
類
、
李
積
の
條
に
、
　
「
宣
言
酒
泉
樹
果
談
姪
孫
。
門
戸
第
一
而
有
清
名
。
常
以
、
爵
位
不
心
事
　
望
。
官
至
司
封
郎
中
、
懐
州
刺
史
。
與
人
書
札
、
唯
称
朧
西
李
積
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
族
望
は
、
李
積
の
行
動
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
官
爵
も
及
ば
な
い
も
の
で
あ
り
、
或
は
祖
先
代
々
う
け
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
現
在
の
官
が
お
の
れ
一
身
に
か
か
わ
る
も
の
と
は
異
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
．
て
い
る
こ
と
で
明
か
な
如
く
、
そ
の
一
族
の
伝
統
的
な
社
会
的
地
位
を
さ
す
も
の
と
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
　
更
に
、
後
漢
書
（
列
伝
3
3
）
朱
暉
伝
穆
の
條
に
、
　
「
黄
門
侍
郎
一
人
。
傳
下
書
奏
。
皆
奉
射
族
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
県
界
賢
注
は
、
　
「
引
用
士
人
有
族
望
者
」
と
し
て
お
り
、
姓
族
と
は
士
人
中
の
家
格
の
高
い
者
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
全
唐
文
（
9
0
6
）
唐
故
監
察
御
史
贈
尚
書
左
翼
射
王
公
神
道
碑
に
、
　
「
達
意
、
北
海
劇
人
。
遂
著
為
族
望
。
」
と
あ
る
の
は
、
王
氏
が
北
海
の
著
名
な
家
柄
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
圖
　
社
会
階
層
を
示
す
用
法
。
　
全
唐
文
（
5
1
2
）
臨
卯
縣
令
封
君
遺
愛
碑
に
よ
れ
ば
、
　
「
菓
年
以
太
夫
人
集
去
職
。
於
時
公
之
覆
始
遍
年
　
。
然
三
載
考
績
。
是
用
　
未
成
。
百
姓
影
響
。
人
士
瑳
浴
。
威
云
我
々
去
　
。
而
人
埣
　
。
郷
望
、
　
老
人
、
前
某
宮
等
五
百
絵
人
。
或
金
隈
之
秀
、
玉
宇
之
英
。
並
服
美
於
寛
　
允
。
厳
祇
於
教
義
。
」
と
み
え
る
が
、
こ
の
郷
望
は
、
老
人
、
前
某
官
等
と
並
べ
て
あ
る
以
上
、
郷
党
に
お
け
る
有
力
者
を
さ
す
こ
と
誤
り
あ
る
ま
い
。
或
は
又
、
全
唐
文
（
…
…
）
梓
州
郭
縣
兜
率
寺
浮
図
碑
に
よ
る
に
、
　
「
乃
於
寺
内
建
浮
図
一
所
。
某
年
月
日
。
郷
望
磐
田
基
宏
願
。
継
発
浄
因
。
」
と
あ
る
郷
望
も
こ
の
寺
の
支
持
者
で
あ
る
地
方
の
有
力
者
を
指
す
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
㈹
　
土
地
に
関
す
る
用
法
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
説
明
を
加
え
た
い
。
第
三
節
　
唐
朝
の
望
1
1
郡
望
に
つ
い
て
。
　
さ
て
以
上
に
み
た
望
は
、
す
べ
て
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
魏
晋
南
北
朝
を
通
じ
て
の
使
用
法
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
僅
か
に
北
朝
末
に
、
四
書
経
籍
志
に
土
地
に
関
す
る
用
法
と
し
て
、
「
本
望
」
（
前
記
竹
田
氏
論
文
参
照
）
な
る
用
法
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
殆
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
土
地
に
関
す
る
望
の
用
法
は
、
唐
代
に
お
い
て
は
極
め
て
普
通
の
用
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
用
法
と
し
て
の
望
は
、
郡
望
と
も
よ
ば
れ
た
（
「
元
和
姓
纂
」
序
文
に
み
え
る
。
）
。
後
世
で
は
寧
ろ
郡
望
と
い
う
用
法
が
一
般
化
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
「
八
環
室
金
石
補
正
」
の
注
に
引
用
せ
る
、
近
代
史
家
の
按
文
を
み
よ
。
）
。
こ
の
郡
望
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
竹
田
氏
の
説
明
を
引
用
し
て
お
い
た
が
、
い
ま
こ
こ
に
、
竹
田
教
授
が
挙
げ
ら
れ
た
資
料
の
う
ち
、
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
ω
　
新
唐
書
（
3
4
1
）
元
結
伝
。
　
「
上
授
著
作
郎
。
益
著
書
作
。
自
惚
日
。
河
南
　
元
期
望
也
。
結
元
子
名
也
。
茸
山
結
算
筆
。
世
業
載
国
史
。
世
系
在
家
諜
。
」
ω
　
元
標
長
慶
集
（
5
5
）
贈
左
散
心
身
侍
斐
公
墓
誌
。
　
「
筆
墨
某
、
字
某
。
河
望
の
意
義
に
つ
い
て
（
矢
野
）
　
東
妻
壁
勢
望
也
。
」
㈲
　
太
平
廣
記
（
0
5
L
）
定
数
類
。
　
「
卒
之
日
。
果
四
月
八
日
也
。
後
方
悟
、
萢
　
陽
即
鷹
母
型
也
。
」
竹
田
教
授
は
、
こ
れ
ら
に
み
え
る
望
は
単
に
望
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
所
謂
郡
望
の
意
で
あ
ろ
う
、
即
ち
、
「
祖
先
発
祥
の
地
」
　
コ
族
本
来
，
の
根
拠
地
」
と
か
い
う
意
味
で
、
い
わ
ば
「
過
去
の
本
貫
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
　
い
ま
、
同
様
な
例
を
あ
げ
て
み
る
に
、
中
州
家
墓
遺
文
、
司
馬
論
墓
誌
銘
に
　
「
君
諦
論
、
…
…
河
内
至
也
。
…
…
司
馬
公
、
因
心
馳
族
。
遂
錫
司
馬
□
菜
杢
。
河
内
其
望
。
□
ロ
ロ
祖
□
□
、
任
揚
州
戸
曹
。
」
と
み
え
る
。
司
馬
氏
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
元
来
は
河
内
温
縣
出
身
の
名
門
、
そ
の
流
に
属
す
る
と
い
う
司
馬
論
に
つ
い
て
、
　
「
河
内
其
望
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
　
「
河
内
は
司
馬
氏
に
と
っ
て
大
切
な
、
祖
先
発
祥
の
地
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
宛
も
竹
田
教
授
の
あ
げ
ら
れ
た
、
　
「
河
南
、
元
氏
望
也
」
と
い
う
の
と
全
く
同
様
の
表
現
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
土
地
に
関
す
る
用
法
と
し
て
の
望
に
は
、
ど
の
よ
う
な
旦
ハ
体
的
用
法
が
あ
っ
た
か
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
祖
先
発
祥
の
地
」
と
い
う
よ
う
な
用
法
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
前
代
に
み
え
な
い
そ
の
よ
う
な
用
法
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
の
事
で
あ
ろ
う
。
e
、
望
及
び
本
望
に
つ
い
て
　
囚
、
第
一
の
意
味
に
つ
い
て
。
さ
て
、
八
書
室
金
石
補
正
（
7
0
）
高
平
郡
郡
公
墓
誌
銘
字
母
に
、
　
「
典
軍
諦
蹴
出
字
元
甫
、
望
出
高
平
。
万
年
縣
人
也
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
郡
才
志
は
現
在
は
万
年
県
の
人
で
あ
る
が
、
望
は
高
平
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
鄭
下
家
墓
遺
文
、
張
士
高
墓
誌
銘
に
は
、
「
張
士
高
、
本
望
南
陽
。
相
州
林
情
人
也
。
」
と
み
え
る
。
す
る
と
、
こ
の
張
心
高
は
現
在
は
相
州
林
慮
の
人
で
あ
る
が
、
本
望
は
南
陽
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
住
所
に
対
七
長
崎
大
学
湯
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
〇
号
し
て
、
望
な
り
本
望
な
り
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
望
、
本
望
に
昔
の
本
貫
地
の
意
が
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
、
郭
下
家
墓
遺
文
、
廻
心
興
墓
誌
を
み
る
に
、
　
「
藷
氏
之
先
、
蘭
陵
人
也
。
…
…
因
官
遂
為
相
州
安
八
人
也
。
」
と
あ
り
、
同
じ
郷
下
家
墓
遺
文
、
唐
故
高
君
墓
誌
銘
に
、
　
「
君
諦
爾
字
行
仁
。
其
先
渤
海
人
也
。
…
…
遂
留
相
土
。
今
着
帯
陽
人
焉
。
」
と
み
え
る
。
こ
の
蒲
氏
、
高
氏
は
共
に
現
在
は
相
州
安
陽
の
人
で
あ
る
が
、
先
祖
は
蘭
陵
、
渤
海
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
蘭
陵
が
爾
氏
の
望
で
あ
り
、
渤
海
が
高
卑
に
と
っ
て
望
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
望
或
は
本
望
と
は
、
そ
の
よ
う
な
祖
先
の
い
た
、
以
前
の
本
貫
地
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
旧
本
貫
地
と
現
本
貫
地
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
全
唐
文
（
ア
5
7
）
唐
故
楚
州
兵
曹
国
軍
劉
府
君
墓
誌
銘
井
序
の
、
　
「
公
本
殿
辛
子
嵩
、
望
美
彰
城
。
家
寄
々
邑
。
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
望
は
家
と
対
置
し
て
記
し
て
あ
る
の
で
、
現
在
京
邑
に
居
住
し
、
そ
こ
の
人
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
以
前
は
彰
城
に
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
こ
の
望
は
旧
い
本
貫
地
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
こ
と
は
、
元
和
姓
纂
に
み
え
る
記
事
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
元
和
姓
纂
（
1
）
廃
氏
の
條
を
み
る
に
、
　
京
兆
　
状
云
、
本
望
南
安
。
漢
心
尉
廃
参
考
。
今
居
京
華
。
　
代
郡
　
状
云
、
本
望
安
人
。
と
み
え
、
又
全
書
（
9
）
敬
氏
の
條
に
、
　
河
東
　
状
称
、
望
平
陽
。
雲
華
砲
畢
太
守
敬
帰
と
あ
り
、
全
書
（
1
0
）
弍
氏
の
條
に
、
　
弍
氏
　
瓢
虫
州
有
弐
氏
。
望
出
河
南
。
と
み
え
、
全
書
（
8
）
宋
氏
の
條
に
は
、
　
楽
陵
　
堂
塔
、
本
望
出
団
平
。
唐
三
州
都
督
宋
君
明
生
捷
、
覧
弼
。
八
　
河
南
　
周
廣
化
令
宋
道
状
云
、
本
瓦
平
人
。
と
み
え
、
全
書
（
9
）
暢
氏
の
條
に
は
、
　
陳
留
風
俗
伝
有
暢
悦
。
河
東
人
。
状
云
、
本
望
魏
郡
。
と
あ
り
、
全
書
（
6
）
呂
氏
の
條
に
は
、
　
京
兆
　
後
魏
定
州
刺
史
萢
陽
公
呂
祥
状
云
。
本
出
東
平
。
　
至
愚
　
状
云
、
本
望
東
平
。
後
馬
薦
翔
蒲
城
北
。
と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
み
る
に
、
鷹
氏
の
場
合
、
い
ま
京
兆
に
い
る
一
派
の
本
望
は
南
京
で
あ
る
と
し
、
代
郡
に
い
る
一
派
は
も
と
南
安
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
宋
氏
の
場
合
も
、
楽
陵
の
一
派
も
本
望
は
廣
平
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
河
南
の
一
派
も
、
も
と
も
と
甚
平
の
人
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
こ
の
よ
う
に
、
も
と
い
た
場
所
が
望
、
本
望
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
外
に
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
離
氏
で
は
「
本
望
南
安
」
と
「
本
南
安
人
」
、
宋
氏
で
は
「
本
望
出
廣
平
」
と
「
古
謡
平
人
」
、
黒
氏
の
場
合
は
「
本
葉
東
平
」
と
「
本
望
東
平
」
と
い
う
表
現
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
本
望
南
安
は
本
望
出
南
安
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
侵
出
東
平
は
本
望
出
廣
平
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
南
安
人
と
か
本
廣
平
人
と
い
う
の
は
、
　
「
本
望
出
南
安
人
」
と
か
「
本
望
出
廣
平
人
」
の
略
と
考
え
て
み
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
え
よ
う
。
前
記
暢
氏
の
條
に
、
「
状
云
、
本
望
魏
郡
」
と
い
う
の
は
、
　
「
本
望
出
魏
郡
人
」
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
本
南
安
人
、
本
廣
平
人
と
い
う
如
き
表
現
が
、
本
望
即
ち
祖
先
の
本
貫
地
皿
郡
望
を
示
す
と
す
る
と
、
一
般
に
、
史
書
に
「
本
某
処
人
」
と
書
い
て
あ
る
時
は
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
郡
望
を
示
す
も
の
と
考
え
て
ま
ず
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
　
例
え
ば
い
ま
、
全
唐
文
（
5
6
5
）
検
校
尚
書
用
達
射
右
語
草
湛
湛
劉
公
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
　
「
公
諄
昌
商
字
光
達
。
本
革
婦
人
。
…
…
大
述
懐
赦
…
…
為
太
原
晋
陽
令
。
　
再
世
官
北
方
。
楽
其
土
俗
。
遂
著
籍
太
原
之
陽
曲
。
　
日
自
吾
為
事
芝
居
可
　
也
。
書
聖
彰
城
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
「
劉
昌
商
は
も
と
彰
城
の
人
で
あ
っ
た
が
へ
そ
の
祖
父
巨
赦
の
時
に
太
原
晋
陽
の
令
と
な
っ
て
か
ら
、
遂
に
太
原
の
陽
曲
に
籍
を
う
つ
し
た
。
そ
し
て
い
う
に
は
、
自
分
か
ら
後
は
陽
曲
の
人
で
あ
る
、
何
も
祖
先
以
来
の
彰
城
の
名
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
す
る
と
、
こ
の
劉
氏
は
彰
城
か
ら
太
原
難
曲
に
本
貫
を
う
つ
し
た
の
で
あ
り
、
彰
城
は
遙
か
な
、
な
つ
か
し
い
だ
け
の
土
地
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
本
彰
城
の
人
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
以
前
の
本
貫
地
は
そ
こ
で
あ
っ
た
の
だ
が
」
、
と
い
う
意
味
で
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
相
似
た
例
は
数
多
く
見
え
る
が
、
例
え
ば
、
全
唐
文
（
7
8
1
）
鎮
軍
大
将
軍
行
左
鷹
揚
衛
大
将
軍
兼
賀
豊
州
都
督
上
号
音
上
国
公
園
芯
府
君
碑
銘
井
序
を
み
る
に
、
　
「
君
諦
明
字
若
水
。
本
手
武
威
姑
藏
人
置
。
…
…
今
属
聖
霊
永
昌
縣
。
以
光
　
盛
業
焉
。
」
と
み
え
、
中
州
家
墓
遺
文
、
王
揮
墓
誌
に
も
、
　
「
曾
祖
論
家
本
晋
州
洪
洞
縣
人
。
…
…
自
匪
徒
編
章
州
共
城
縣
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
家
も
現
本
貫
は
他
に
移
っ
て
い
る
と
み
え
る
か
ら
、
「
本
」
と
い
う
の
は
望
、
本
望
と
解
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
先
述
「
唐
船
高
峯
墓
誌
銘
」
を
み
る
に
、
「
其
先
渤
海
人
也
。
…
　
…
遂
留
相
手
。
今
為
安
陽
人
界
。
」
と
あ
っ
た
し
、
更
に
、
鄭
下
家
墓
遺
文
苑
策
合
遷
誌
に
よ
れ
ば
、
　
「
君
鞘
管
字
子
昂
。
其
先
武
陽
人
望
。
因
子
宅
此
。
為
林
慮
豊
州
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
そ
の
祖
先
は
渤
海
や
武
陽
の
人
で
あ
っ
た
が
今
は
相
州
上
陽
や
相
川
林
慮
の
人
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、
本
貫
が
移
っ
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
　
「
其
先
某
処
人
」
と
い
う
の
は
、
　
「
本
某
処
人
」
と
い
う
の
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
従
っ
て
、
　
「
其
先
」
望
の
意
義
に
つ
い
て
（
矢
野
）
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
そ
の
望
、
本
望
を
示
し
て
い
る
と
解
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
も
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
一
度
こ
こ
で
た
し
か
め
て
お
い
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
単
に
「
本
」
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
望
、
本
望
を
意
味
す
る
と
考
え
て
よ
い
と
考
え
た
が
、
事
実
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
示
す
適
例
が
あ
る
の
で
あ
げ
て
お
き
た
い
。
中
州
野
墓
遺
文
、
聖
地
慶
墓
誌
銘
を
み
る
に
、
　
「
府
君
誰
従
慶
。
本
望
北
海
劇
人
。
世
為
名
儒
。
…
…
以
大
駈
二
年
十
二
月
　
有
四
日
駆
上
於
孟
伊
上
壁
土
臨
時
坊
之
私
第
。
…
…
以
大
中
四
年
十
二
月
十
　
七
日
。
護
県
単
之
儀
。
帰
葬
干
縣
之
南
帰
思
郷
南
李
村
。
従
先
螢
之
左
。
示
　
終
制
礼
也
。
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
従
慶
の
現
住
所
は
黒
鼠
河
陰
縣
で
あ
り
、
而
も
代
々
の
墓
地
も
亦
河
陰
陰
に
あ
っ
た
と
す
る
と
、
本
貫
は
既
に
黒
塗
縣
に
う
つ
っ
て
い
た
と
解
し
て
よ
く
（
「
史
通
」
（
5
）
邑
里
篇
参
照
）
、
従
っ
て
、
北
海
劇
県
は
そ
の
旧
い
本
貫
地
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
そ
れ
が
本
望
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
般
に
は
「
本
北
海
人
」
と
記
さ
れ
る
も
の
が
、
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
、
「
本
望
北
海
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
中
州
家
墓
遺
文
、
周
年
墓
誌
に
よ
る
に
、
　
「
君
誹
虚
字
伯
庸
。
南
陽
上
薬
人
也
。
本
望
於
汝
（
南
）
。
因
官
厘
遷
。
或
　
錫
土
蕉
郡
。
或
開
封
金
水
。
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
を
ど
う
読
む
べ
き
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
　
「
本
望
」
と
読
め
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
　
「
も
と
汝
南
に
望
す
」
と
よ
む
か
、
或
は
「
望
を
汝
南
に
本
つ
く
」
と
よ
む
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
内
容
と
し
て
は
、
「
今
は
南
陽
上
腿
の
人
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
汝
南
に
望
を
も
っ
て
い
た
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
と
、
前
に
本
望
と
よ
ん
だ
元
和
姓
纂
に
み
え
る
記
事
の
如
き
も
、
例
え
ば
、
　
「
本
望
二
南
安
一
。
」
と
か
、
「
本
望
二
東
平
一
。
」
と
か
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
元
和
姓
纂
宋
氏
の
條
の
、
「
本
望
出
廣
平
」
と
い
う
の
は
、
や
は
り
本
望
と
考
え
る
ほ
か
は
な
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
　
（
矢
野
）
い
。
従
っ
て
、
本
望
と
い
う
用
法
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
の
で
、
や
は
、
り
郡
望
の
こ
と
を
、
望
と
も
本
望
と
も
表
現
し
て
い
た
と
考
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
が
注
目
す
べ
き
は
、
同
じ
く
元
和
姓
纂
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
全
書
（
8
）
茜
氏
の
條
に
、
　
「
二
塁
鹿
太
守
茜
強
、
呉
郡
太
守
菌
珍
、
丹
陽
人
。
今
望
扶
風
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
は
、
茜
氏
は
本
望
丹
陽
の
人
で
あ
る
が
、
輿
望
は
扶
風
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
　
「
今
望
扶
風
」
は
、
「
今
は
空
風
に
望
す
」
と
よ
ん
で
も
よ
い
し
、
む
し
ろ
そ
う
読
む
方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
も
思
う
が
（
後
述
、
第
二
の
意
味
に
つ
い
て
の
條
参
照
）
、
　
一
方
、
「
今
望
は
夕
風
で
あ
る
」
と
よ
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
も
し
そ
う
読
む
と
す
る
と
、
旧
い
本
貫
地
を
望
又
は
本
望
と
い
っ
た
の
に
対
し
、
現
住
所
を
今
望
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
筆
者
は
、
本
望
、
望
は
一
般
に
は
郡
望
即
ち
旧
本
貫
地
を
さ
す
も
の
と
し
て
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
け
れ
ど
も
、
■
一
方
、
現
在
の
住
所
を
も
望
と
い
っ
た
、
換
言
す
れ
ば
、
望
と
は
単
純
に
、
本
貫
地
と
か
、
現
住
地
と
か
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
て
、
根
本
的
に
は
そ
れ
ら
に
通
ず
る
、
「
あ
る
土
地
に
根
拠
地
を
か
ま
え
る
」
と
い
う
如
き
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
内
容
が
、
次
の
「
第
二
の
意
味
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
　
（
B
）
　
第
二
の
意
味
に
つ
い
て
　
望
に
は
上
述
の
よ
う
に
、
　
「
昔
の
本
貫
地
」
と
い
う
土
地
に
関
す
る
用
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
も
う
一
つ
の
、
土
地
と
関
連
の
あ
る
別
の
用
法
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
元
和
逸
楽
（
3
）
陳
氏
の
條
を
み
る
に
、
　
「
嬬
姓
。
…
…
周
痛
楚
雨
音
二
胡
公
満
於
陳
。
後
追
楚
所
滅
。
以
国
為
氏
。
・
　
出
頴
川
、
汝
南
、
下
面
、
廣
陵
、
東
海
、
河
南
六
望
。
」
と
み
え
六
道
な
る
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
引
し
た
元
和
姓
纂
に
み
え
た
本
望
と
か
、
或
は
同
じ
く
元
和
姓
纂
（
9
）
武
氏
の
條
の
一
〇
　
「
漢
又
有
祭
酒
武
忠
。
望
出
太
原
d
」
と
か
、
同
書
（
5
）
早
算
の
條
の
、
　
「
望
出
廣
陵
」
と
か
、
全
書
（
1
0
）
去
氏
の
條
の
、
　
「
或
云
、
望
出
平
原
」
な
ど
に
み
る
望
と
は
多
少
異
る
如
く
で
あ
る
。
元
和
姓
纂
に
一
般
的
に
み
る
望
、
本
望
は
、
前
述
の
如
く
「
祖
先
発
祥
の
地
」
　
「
以
前
の
本
貫
地
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
毒
忌
の
條
は
、
「
頴
川
、
汝
南
、
下
京
、
廣
陵
、
東
海
、
河
南
の
六
趣
を
出
し
た
。
」
と
読
む
べ
き
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
他
の
も
の
が
、
　
「
望
出
二
太
原
一
」
と
読
む
の
と
比
ぶ
れ
ば
、
全
く
異
っ
た
望
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
少
く
と
も
こ
れ
ら
は
、
六
つ
の
「
祖
先
発
祥
の
地
」
と
い
う
如
き
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
　
で
は
一
体
、
こ
の
よ
う
な
望
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
元
和
姓
纂
の
作
製
の
意
味
を
そ
の
序
文
に
よ
っ
て
伺
う
に
、
　
「
（
上
略
）
閻
子
上
重
日
…
…
。
而
封
乖
本
郡
。
恐
非
旧
曲
ハ
。
翌
日
、
上
謂
　
相
国
趙
公
。
有
司
耳
隠
。
不
可
再
也
。
宜
穿
通
儒
番
士
。
辮
卿
大
夫
之
族
　
曝
者
。
綜
修
姓
纂
。
署
三
省
閣
。
筆
使
條
芝
原
系
。
考
其
群
論
。
子
孫
職
　
位
。
並
宜
綜
修
。
毎
加
爵
邑
。
則
令
士
爵
。
庶
無
事
謬
　
。
　
（
下
略
）
」
と
み
え
る
。
即
ち
、
閻
某
か
ら
、
封
が
本
郡
に
た
が
う
の
は
旧
事
に
も
と
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
上
言
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
氏
の
系
統
を
た
つ
ね
、
そ
の
蛇
卵
を
明
か
に
し
、
再
び
同
様
な
あ
や
ま
り
を
犯
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
為
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
元
和
姓
纂
の
記
述
の
方
法
は
、
始
め
に
姓
氏
の
由
来
を
記
し
、
次
に
分
派
の
所
在
地
に
分
け
て
、
説
明
を
加
え
て
ゆ
く
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
即
ち
、
逆
に
い
え
ば
、
あ
る
個
人
は
、
あ
る
分
派
の
ど
の
位
置
に
あ
り
、
そ
の
分
派
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
も
つ
姓
氏
に
属
す
る
か
を
明
か
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
分
派
は
そ
の
現
住
所
－
現
本
貫
地
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
陳
氏
の
場
合
、
頴
川
、
野
南
、
下
郵
、
山
陵
、
東
海
、
河
南
の
六
つ
の
分
派
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
合
の
望
は
、
旧
い
本
貫
地
と
い
う
如
き
意
味
で
は
な
く
て
、
分
派
、
分
流
を
意
味
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
分
派
、
分
流
を
意
味
す
る
望
の
存
在
に
つ
い
て
も
う
少
し
且
ハ
体
的
説
明
を
加
え
る
と
、
例
え
ば
、
中
州
家
墓
遺
文
補
遺
、
翌
週
夫
婦
合
祀
墓
誌
に
よ
る
に
、
　
「
鄭
球
遊
、
自
今
皇
封
舅
之
地
。
因
而
氏
焉
。
別
派
五
流
。
渕
源
一
□
。
是
　
以
榮
陽
之
望
。
得
為
首
唱
。
」
と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鄭
氏
は
五
流
に
分
派
し
た
が
、
三
三
は
一
つ
で
あ
る
、
そ
の
中
、
榮
陽
の
望
が
最
高
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
鄭
氏
五
流
の
中
の
榮
陽
の
一
派
が
榮
陽
の
望
と
呼
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
魏
書
（
4
5
）
杜
錠
伝
の
　
「
京
兆
人
。
…
…
世
祖
…
…
謂
司
徒
崔
浩
日
。
天
下
諸
杜
。
何
処
酔
眼
。
浩
　
対
置
兆
為
美
。
」
と
い
う
も
の
は
、
一
面
で
は
そ
の
社
会
的
地
位
が
高
い
と
解
し
う
る
が
、
こ
の
鄭
氏
の
例
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
こ
の
望
は
分
派
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
即
ち
、
「
天
下
の
各
地
に
分
派
し
て
い
る
杜
氏
の
中
で
、
何
処
の
分
派
が
最
も
有
力
か
、
京
兆
こ
そ
最
高
で
す
。
」
と
い
う
風
に
も
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
　
次
に
、
ブ
リ
ィ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ニ
く
ユ
ー
ジ
ア
ム
所
藏
の
、
S
五
八
六
一
號
文
書
（
池
田
温
氏
「
唐
代
素
望
表
」
所
引
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
　
宋
姓
三
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
コ
　一
梭
齟
寥
S
宋
　
　
河
内
郡
宋
　
　
廣
亜
　
一
　
　
　
　
マ
こ
陽
画
亡
帝
望
の
意
義
に
つ
い
て
（
矢
野
）
　
中
山
読
了
　
　
　
榮
陽
郡
陽
　
　
　
河
　
一
　
車
姓
二
望
　
河
内
郡
車
　
　
　
魯
国
郡
車
　
頁
姓
三
望
　
河
東
郡
質
　
　
　
平
陽
郡
質
　
　
　
武
　
一
と
み
え
る
。
こ
の
表
は
、
宋
、
陽
、
車
、
質
の
各
姓
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
分
派
し
て
い
る
郡
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
派
を
一
つ
の
望
と
し
て
考
え
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
望
H
分
派
と
い
う
考
え
方
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
が
、
た
だ
実
際
に
は
そ
れ
ら
の
分
派
、
分
流
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
派
地
i
居
住
地
を
も
つ
わ
け
で
、
そ
こ
に
分
派
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
望
に
お
い
て
も
、
土
地
の
要
素
を
抜
い
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
え
よ
う
。
　
例
え
ば
い
ま
、
全
唐
文
（
4
q
6
）
内
侍
一
軍
中
尉
彰
一
項
神
道
碑
を
み
る
に
、
　
「
公
諄
献
忠
字
碕
夫
。
…
…
至
孫
業
。
避
漢
末
之
乱
。
寓
居
朧
西
裏
武
縣
。
　
因
・
地
分
・
望
。
傳
諸
歴
代
。
淫
中
、
刈
上
推
辞
右
族
。
派
口
綿
遠
。
冠
蓋
　
等
厚
。
貴
二
黒
繁
。
乃
附
上
陽
。
今
嘱
望
兆
三
原
人
也
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
「
現
在
京
兆
三
原
人
で
あ
る
彰
献
忠
の
祖
先
は
、
国
忌
晦
－
西
霧
武
縣
に
寓
居
し
た
が
、
そ
の
後
、
地
に
よ
っ
て
望
を
分
か
ち
、
何
代
か
た
つ
う
ち
に
、
淫
事
、
朧
上
の
分
派
が
右
族
と
な
っ
た
、
云
々
。
」
と
い
う
。
即
ち
、
地
に
よ
っ
て
望
を
分
か
つ
と
い
う
の
は
、
新
し
い
土
地
に
新
し
い
望
を
た
て
る
一
そ
れ
が
浬
上
、
嘩
上
な
ど
で
あ
る
が
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
望
の
成
立
は
土
地
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
う
考
え
て
き
た
時
、
例
え
ば
全
唐
文
（
1
り
0
5
）
南
平
郡
王
高
崇
文
神
道
碑
を
み
る
．
に
、
　
「
公
諄
崇
文
。
其
先
三
太
公
之
冑
。
自
敬
仲
旧
姓
。
而
三
二
於
渤
海
一
。
及
容
止
奔
燕
。
評
家
二
才
萢
陽
一
。
今
則
為
幽
路
人
也
。
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
の
望
は
、
あ
と
の
萢
陽
に
家
す
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
＝
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
〇
号
「
望
す
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
崇
文
の
祖
先
が
、
昔
渤
海
に
居
住
地
を
定
め
、
そ
こ
に
一
派
を
成
立
せ
し
め
た
。
今
は
華
美
の
人
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
そ
う
解
し
う
る
と
す
る
と
、
先
引
周
顕
墓
誌
に
み
た
、
　
「
本
望
於
汝
（
南
）
」
と
い
う
の
も
、
こ
の
高
崇
文
神
道
碑
の
よ
み
方
に
な
ら
っ
て
、
「
も
と
汝
南
に
射
す
」
と
読
む
の
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
る
と
、
こ
の
周
顕
墓
誌
の
「
望
す
」
は
、
必
ず
し
も
も
と
の
本
貫
地
と
い
う
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
「
も
と
も
と
そ
こ
に
一
族
を
た
て
て
い
た
」
と
解
し
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
場
合
の
「
望
」
の
意
味
は
、
単
に
分
派
が
汝
南
に
居
住
し
た
と
い
う
如
き
で
は
な
く
、
一
族
が
元
来
そ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
、
と
い
う
如
き
も
の
が
あ
る
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
時
代
の
如
何
を
問
わ
ず
、
望
の
基
本
的
な
意
味
の
中
に
は
、
　
「
根
拠
地
を
か
ま
え
る
」
と
い
う
如
き
意
味
が
あ
り
、
昔
の
根
拠
地
に
つ
い
て
い
う
場
合
は
お
の
つ
か
ら
旧
本
貫
地
と
い
う
意
味
が
強
く
、
分
派
し
て
新
し
く
設
け
ら
れ
た
根
拠
地
（
現
本
貫
地
）
に
つ
い
て
い
う
場
合
は
、
お
の
つ
か
ら
分
派
の
独
立
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
分
派
し
た
望
の
場
合
は
、
新
し
い
居
住
地
と
新
し
い
門
流
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
、
常
に
、
ご
に
し
て
一
な
り
と
い
う
如
き
形
で
統
一
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
或
は
又
、
全
唐
文
（
8
3
5
）
劉
府
君
神
道
碑
銘
井
序
に
、
　
「
公
詳
太
真
字
仲
適
。
族
二
瀬
城
一
。
皿
沼
嘉
末
。
衣
冠
南
渡
。
遂
為
金
陵
人
。
」
と
み
え
、
八
曖
室
金
石
補
正
（
7
3
）
陳
少
公
悪
霊
氏
墓
誌
に
は
、
　
「
夫
人
族
本
二
楽
安
一
。
」
と
み
え
る
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
　
「
昔
は
彰
城
に
干
し
、
今
は
金
陵
の
人
で
あ
る
」
と
か
、
　
「
夫
人
は
結
婚
前
、
族
は
楽
安
に
本
つ
い
て
い
た
。
」
と
か
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
族
を
望
と
お
き
か
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
す
る
と
、
望
の
内
容
と
し
て
は
、
一
族
と
い
う
も
の
も
含
一
二
ま
れ
て
い
た
と
し
て
よ
く
、
そ
れ
は
先
述
周
顕
の
場
合
に
も
考
え
た
如
く
、
必
ず
し
も
分
派
の
み
と
考
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
望
と
は
、
一
族
或
は
一
派
が
あ
る
土
地
に
根
拠
地
を
か
ま
え
、
独
立
の
社
会
的
地
位
を
も
つ
と
い
う
如
き
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
何
れ
に
し
て
も
、
望
と
い
う
時
、
時
代
の
如
何
を
問
わ
ず
、
そ
の
一
族
一
派
の
社
会
的
独
立
性
と
居
住
地
と
い
う
、
分
つ
べ
か
ら
ざ
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
い
ま
そ
の
こ
と
を
更
に
別
の
面
か
ら
説
明
し
て
み
よ
う
。
全
唐
文
（
0
2
7
）
鎮
国
大
将
軍
王
榮
神
道
碑
を
み
る
に
、
　
「
将
軍
姓
王
氏
。
諄
栄
字
榮
與
。
本
太
原
人
也
。
…
…
…
及
漢
昌
邑
申
尉
吉
　
博
。
…
…
生
二
子
。
長
日
覇
居
太
原
。
次
日
駿
居
郷
郡
。
公
争
覇
之
後
　
。
　
…
…
子
孫
雄
琴
者
。
為
江
東
盛
族
。
其
不
往
者
。
代
有
賢
豪
。
」
と
み
え
て
太
原
王
氏
と
邸
郡
王
氏
の
分
離
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
一
族
が
分
派
し
て
一
定
の
地
に
土
着
し
、
そ
こ
に
そ
の
分
派
一
門
が
栄
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
同
様
な
分
派
に
つ
い
て
、
崔
氏
の
場
合
は
、
全
唐
文
（
9
7
6
）
唐
故
號
州
刺
史
贈
礼
部
尚
書
崔
公
墓
誌
銘
井
序
に
、
　
「
公
講
元
黒
字
晦
叔
。
其
先
出
於
炎
帝
。
…
…
漢
初
野
分
。
為
清
河
、
博
陵
　
二
祖
。
故
其
後
称
博
陵
人
。
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
二
三
と
い
う
の
は
、
清
河
、
愚
子
二
派
を
さ
す
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
祖
と
い
う
の
は
こ
の
場
合
祖
先
の
意
で
あ
ろ
う
。
既
に
前
述
し
た
如
く
、
墓
碑
銘
な
ど
に
、
「
其
先
某
地
人
也
」
と
い
う
表
現
が
み
え
た
が
、
　
「
其
先
」
と
い
う
の
は
、
先
祖
の
意
で
あ
る
こ
と
は
、
八
曖
室
金
石
補
正
（
7
5
）
太
子
舎
人
裡
夫
人
某
氏
墓
誌
の
中
に
、
　
「
夫
人
誰
娩
字
順
美
。
我
先
祖
渤
海
蕎
人
也
。
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
で
明
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
其
先
」
は
罫
引
墓
誌
銘
に
み
た
如
く
、
「
本
」
と
か
「
本
望
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
其
先
」
が
直
ち
に
「
祖
先
発
祥
の
地
」
に
通
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
祖
先
が
望
を
成
立
せ
し
め
た
人
で
あ
り
、
そ
の
先
祖
の
居
住
地
が
本
望
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
王
氏
の
二
子
、
崔
氏
の
労
祖
と
い
う
の
は
、
土
ハ
に
二
望
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
八
環
室
金
石
補
正
（
7
0
）
書
舗
太
子
洗
馬
博
陵
崔
明
君
墓
誌
平
井
序
の
條
の
案
文
に
引
用
せ
る
、
志
磐
石
華
に
は
、
「
有
博
陵
、
清
河
二
巴
。
評
言
陵
崔
也
。
」
と
あ
っ
て
、
崔
氏
の
二
巴
を
二
望
と
い
い
か
え
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
土
地
に
関
連
の
あ
る
望
の
中
に
は
、
祖
先
の
出
身
地
、
旧
本
貫
地
を
示
す
場
合
と
、
そ
こ
か
ら
独
立
し
た
分
派
を
さ
す
場
合
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
れ
の
場
合
も
、
一
族
、
一
門
は
そ
の
居
住
地
と
常
に
一
体
を
な
す
と
い
う
意
味
を
含
む
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
口
　
旧
望
、
姓
望
に
つ
い
て
　
さ
て
、
元
和
姓
纂
（
5
）
劉
氏
の
條
を
み
る
に
、
　
「
丹
陽
、
蘭
陵
、
将
秋
、
滞
国
君
縣
、
宣
城
、
陳
書
、
雲
丹
陽
以
下
、
検
未
　
獲
。
以
上
劉
氏
二
十
六
郡
要
旨
望
。
」
と
み
え
、
と
あ
り
、
更
に
、
△
⊥
書
（
8
）
路
氏
の
條
に
は
、
　
頴
川
、
石
趙
有
揚
州
刺
史
路
水
。
嚢
城
、
陳
留
、
安
定
並
旧
望
。
云
温
野
之
　
後
。
　
東
陽
、
梁
天
監
十
八
州
譜
路
氏
一
巻
。
東
陽
劔
鹿
譜
旧
望
。
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
旧
望
と
い
う
表
現
が
み
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
或
る
郡
を
旧
望
と
い
っ
て
い
る
ら
し
い
。
で
は
旧
望
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
史
通
（
5
）
刑
罪
の
條
の
原
註
に
よ
る
に
、
劉
知
幾
は
、　
「
時
修
国
史
。
予
直
配
野
望
髪
癖
伝
。
瑛
家
於
魏
州
至
楽
。
己
経
三
代
。
因
　
主
義
談
魏
州
昌
楽
人
也
。
監
害
者
大
笑
。
以
為
深
軍
需
体
。
　
遂
依
李
氏
旧
　
望
。
改
為
朧
尊
号
紀
人
。
」
望
の
意
義
に
つ
い
て
（
矢
野
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
劉
知
幾
が
国
史
編
修
の
時
李
義
淡
を
受
け
持
た
さ
れ
、
李
義
淡
を
そ
の
現
住
地
に
よ
っ
て
魏
州
昌
楽
の
人
と
記
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
男
体
に
そ
む
く
と
さ
れ
、
李
氏
の
「
旧
態
」
に
よ
っ
て
朧
西
成
紀
人
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
以
西
成
紀
と
い
う
土
地
は
、
実
は
唐
子
に
は
実
在
し
な
い
地
名
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
劉
知
幾
は
、
史
官
（
5
）
巴
里
篇
で
、
　
「
作
者
為
人
立
者
。
毎
云
某
所
人
也
。
黒
地
皆
労
旧
號
。
光
明
於
今
。
欲
求
　
実
録
。
磁
壁
難
手
。
」
と
記
し
、
更
に
そ
れ
に
注
し
て
、
　
「
近
代
史
為
王
氏
立
伝
云
、
榔
郡
臨
沃
人
。
為
李
氏
伝
日
。
朧
西
成
紀
人
之
　
類
是
也
。
非
惟
王
、
李
二
族
久
離
本
居
。
亦
自
当
時
無
此
郡
縣
。
皆
是
書
晋
　
魏
己
前
旧
名
號
。
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
朧
西
成
紀
は
李
氏
の
旧
望
で
あ
る
が
、
朧
西
成
紀
と
い
う
の
は
出
離
以
前
の
郡
県
名
で
、
磐
代
に
は
全
く
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
又
李
氏
は
そ
こ
に
現
住
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
伝
を
立
て
る
の
に
旧
郡
縣
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
る
と
旧
望
と
い
う
の
は
、
所
謂
郡
望
で
あ
っ
て
、
過
去
の
本
貫
地
を
さ
す
と
い
っ
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
前
引
の
元
和
堅
魚
に
み
た
旧
望
も
亦
同
じ
意
味
と
考
え
て
よ
く
、
た
だ
旧
望
を
い
う
に
郡
を
単
位
と
し
て
数
え
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
　
勿
論
、
旧
望
に
は
、
新
図
書
（
9
5
）
高
倹
伝
に
、
　
「
先
宗
室
。
後
外
戚
。
怪
々
門
。
進
旧
望
。
右
膏
梁
。
左
寒
駿
。
合
二
百
九
　
十
三
姓
。
千
六
百
五
十
一
家
。
為
九
等
。
二
日
氏
族
志
。
」
と
い
う
場
合
の
、
有
力
な
家
柄
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
が
今
こ
こ
に
い
う
旧
望
と
異
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
さ
て
、
こ
の
郡
望
と
同
意
の
旧
望
に
対
し
て
、
同
じ
意
味
を
も
つ
姓
望
と
い
う
用
法
も
あ
っ
た
。
い
ま
、
史
通
（
5
）
邑
里
の
條
を
み
る
に
、
二
二
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
〇
号
　
「
且
自
暴
重
高
門
。
人
軽
宴
曲
。
競
寒
寒
望
所
出
邑
里
聖
廟
。
」
と
み
え
る
。
こ
の
姓
望
に
つ
い
て
、
池
田
氏
は
、
　
「
各
署
の
顕
著
な
家
系
の
出
身
地
即
ち
そ
の
本
籍
地
名
。
一
般
的
に
郡
名
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
太
原
は
王
氏
の
姓
望
（
単
に
望
と
も
い
う
）
で
あ
る
。
」
　
（
「
二
代
の
郡
望
表
」
下
、
（
東
洋
学
報
4
2
の
4
）
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
史
通
に
よ
る
も
、
門
閥
社
会
に
お
い
て
出
身
地
が
重
視
さ
れ
た
状
態
に
お
け
る
終
漁
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
郡
望
、
望
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
四
の
よ
う
な
点
が
明
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
即
ち
、
第
一
に
は
、
郡
望
、
昔
の
本
貫
地
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
り
、
第
二
に
は
分
派
、
分
流
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
生
活
し
て
い
る
土
地
と
、
そ
こ
に
住
む
一
族
一
派
と
、
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
、
常
に
望
の
内
容
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
如
何
な
る
時
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
両
者
は
実
は
分
離
す
べ
か
ら
ざ
る
形
に
お
い
て
望
を
形
成
し
て
い
た
と
い
．
沈
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
　
族
望
に
つ
い
て
　
唐
代
に
用
い
ら
れ
た
族
望
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
族
の
家
柄
と
か
社
会
的
地
位
と
か
を
示
す
用
法
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
土
地
に
関
す
る
族
望
も
見
え
る
。
例
え
ば
、
八
産
室
金
石
補
正
（
5
6
）
大
安
国
寺
尼
恵
隠
塔
銘
に
、
　
「
禅
師
俗
姓
榮
、
京
兆
人
。
其
家
第
四
女
也
。
族
望
北
平
。
」
と
か
、
全
唐
文
（
4
2
7
）
興
銀
東
莞
亜
聖
夫
人
周
氏
墓
誌
銘
に
、
　
「
夫
人
姓
車
庫
。
其
族
望
本
於
汝
南
。
今
為
陽
画
中
江
里
人
也
。
」
と
か
み
え
る
族
望
は
、
明
か
に
所
謂
郡
望
を
さ
す
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
前
者
は
「
族
は
北
平
に
望
す
」
と
よ
め
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
後
者
は
や
は
り
、
　
「
そ
の
族
望
は
江
南
に
本
つ
く
」
と
し
か
よ
め
な
い
か
ら
、
族
望
と
い
う
用
法
が
あ
っ
た
と
し
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
　
と
こ
ろ
が
、
族
と
望
と
を
対
置
し
て
用
い
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
郷
下
家
墓
遺
文
、
梁
方
墓
誌
に
、
　
「
夫
人
張
氏
白
水
人
返
。
軸
承
西
耀
。
漢
相
留
瓦
之
苗
。
望
秩
南
陽
。
晋
宰
　
相
之
葉
。
」
と
圏
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
張
氏
が
観
相
張
良
、
晋
の
張
華
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
族
や
望
は
、
一
族
一
派
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
、
所
謂
郡
望
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
さ
て
、
以
上
に
土
地
に
関
連
あ
る
望
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
大
よ
そ
次
結
語
　
既
に
述
べ
た
如
く
、
魏
晋
南
、
北
朝
に
み
る
望
の
用
法
は
、
す
べ
て
人
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、
僅
か
に
階
書
経
籍
志
に
一
ケ
所
だ
け
、
土
地
に
関
係
す
る
用
法
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
例
外
的
な
用
法
の
如
く
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
が
唐
代
に
お
い
て
は
、
前
代
に
み
た
人
に
関
す
る
用
法
は
勿
論
あ
っ
た
が
、
更
に
土
地
に
関
連
す
る
用
法
も
亦
極
め
て
普
遍
的
で
あ
っ
た
。
で
は
、
唐
代
で
そ
の
よ
う
な
用
法
が
盛
行
し
た
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
そ
の
出
現
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
　
こ
の
場
合
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
望
が
土
地
関
係
の
「
望
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
唐
墨
に
始
ま
っ
た
と
し
て
も
、
以
前
に
そ
の
よ
う
な
実
状
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
例
え
ば
、
唐
代
の
所
謂
郡
望
な
る
も
の
は
南
北
朝
時
代
の
士
人
階
級
は
す
べ
て
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
居
住
地
を
変
更
し
て
も
、
そ
の
旧
い
、
祖
先
の
出
身
地
を
い
つ
ま
で
も
称
し
て
い
た
こ
と
は
、
南
北
朝
時
代
の
正
史
の
列
伝
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
明
か
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
池
田
氏
は
こ
の
よ
う
な
郡
望
の
存
在
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ら
が
固
定
化
す
る
の
は
三
世
紀
ご
ろ
の
こ
と
か
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
　
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
二
塁
と
土
壌
」
参
照
）
　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
実
体
は
あ
り
な
が
ら
も
、
南
北
朝
以
前
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
を
現
わ
す
に
望
な
る
語
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
、
唐
代
に
及
ん
で
急
に
そ
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
望
の
意
味
用
法
の
変
化
に
つ
い
て
、
既
に
第
一
節
に
お
い
て
各
氏
の
意
見
を
あ
げ
て
お
い
た
。
越
智
氏
の
意
見
は
、
　
「
州
大
中
正
の
出
現
後
、
家
格
の
固
定
化
が
強
ま
り
、
元
来
個
人
中
心
で
あ
っ
た
望
の
用
法
に
つ
い
て
の
変
化
が
起
っ
た
。
即
ち
そ
れ
は
、
個
人
中
心
か
ら
家
格
中
心
へ
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
個
人
を
主
対
象
と
し
た
用
法
か
ら
、
家
格
の
高
い
こ
と
、
そ
れ
に
基
く
現
象
を
さ
す
よ
う
に
な
る
。
」
と
い
う
如
く
要
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
又
、
池
田
氏
の
意
見
は
、
　
「
六
朝
時
代
の
人
物
評
定
の
基
準
は
全
く
郷
里
の
人
々
の
評
判
即
ち
聲
望
に
依
存
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
門
閥
社
会
或
は
中
正
制
の
盛
行
と
共
に
、
望
は
個
人
か
ら
特
定
の
家
系
、
更
に
特
定
の
著
姓
と
結
ば
れ
た
。
更
に
望
は
本
来
郷
里
と
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
そ
の
故
に
望
が
家
系
、
姓
即
ち
入
間
か
ら
一
転
し
て
そ
の
出
身
地
を
も
意
味
す
る
場
合
が
生
ま
れ
た
。
」
と
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
両
者
に
共
通
す
る
意
見
は
、
望
の
意
味
用
法
が
元
来
個
人
中
心
で
あ
っ
た
も
の
が
、
門
閥
社
会
の
成
立
と
共
に
、
家
格
中
心
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
筆
者
も
こ
れ
に
異
論
は
な
い
。
一
方
、
異
っ
て
い
る
の
は
、
越
智
氏
は
望
の
土
地
に
関
す
る
用
法
に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
池
田
氏
は
、
門
閥
社
会
盛
行
の
時
期
に
も
出
身
地
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
今
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
魏
晋
時
代
に
お
い
て
は
望
に
土
地
に
関
す
る
用
法
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
池
田
氏
の
説
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。
た
だ
し
か
し
、
池
田
氏
が
望
が
出
身
地
を
も
意
味
す
る
場
合
が
生
ま
れ
た
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
考
え
る
に
、
筆
者
は
、
単
に
人
に
関
係
し
望
の
意
義
に
つ
い
て
（
矢
野
）
た
だ
け
の
、
或
は
少
く
と
も
、
人
に
関
す
る
場
合
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
魏
晋
南
北
朝
の
望
に
も
、
唐
代
と
同
様
に
、
あ
る
一
族
の
社
会
的
独
立
と
そ
の
居
住
地
、
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
あ
る
と
考
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
望
と
い
う
も
の
は
、
本
来
そ
の
よ
う
な
、
あ
る
一
族
な
り
、
一
門
な
り
が
あ
る
一
定
の
居
住
地
に
お
い
て
、
社
会
的
、
政
治
的
地
位
を
確
立
す
る
と
い
う
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
門
閥
社
会
の
成
立
期
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
一
族
は
多
く
の
場
合
あ
る
一
定
の
居
住
地
に
か
た
ま
り
、
一
族
の
団
結
を
謀
り
な
が
ら
、
自
ら
の
政
治
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
指
す
か
ら
（
守
屋
美
都
雄
氏
「
六
朝
門
閥
の
一
研
究
」
）
、
お
の
つ
か
ら
家
柄
家
格
と
い
う
望
の
一
面
が
表
面
に
で
た
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
が
、
筆
者
が
従
来
明
か
に
し
て
き
た
如
く
　
（
拙
著
、
「
門
閥
社
会
史
」
そ
の
他
、
長
崎
大
学
社
会
科
学
論
叢
に
の
せ
た
、
「
張
氏
研
究
稿
」
、
「
重
氏
研
究
」
「
鄭
氏
研
究
」
等
参
照
）
門
閥
社
会
の
動
揺
期
に
入
る
と
、
そ
れ
ら
の
一
族
は
各
門
流
に
分
裂
し
、
各
地
に
分
派
を
成
立
せ
し
め
、
既
に
南
朝
時
代
に
お
い
て
、
榔
耶
王
氏
、
陳
馬
面
氏
の
如
き
一
流
門
閥
中
に
も
黒
門
、
寒
詣
の
別
が
生
じ
、
唐
代
に
入
る
や
、
そ
の
よ
う
な
門
流
の
独
立
性
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
新
馬
書
高
倹
伝
に
、
一
荷
中
の
房
望
に
も
高
下
の
懸
隔
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
そ
れ
ら
は
そ
の
現
住
地
に
お
い
て
社
会
的
独
立
性
を
獲
得
し
て
ゆ
く
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
門
流
は
、
そ
の
居
住
地
旺
現
住
地
に
よ
っ
て
の
み
、
自
ら
を
一
族
の
他
の
門
流
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
従
っ
て
唐
代
に
お
い
て
は
、
望
の
二
要
素
の
う
ち
、
そ
の
居
住
地
の
面
が
よ
り
強
調
さ
れ
、
そ
の
独
立
性
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
も
、
そ
の
居
住
地
を
尊
重
す
る
と
い
う
実
体
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
、
例
え
ば
魏
書
（
4
5
）
杜
鎗
伝
の
、
「
天
下
諸
杜
。
何
処
望
高
。
浩
対
京
兆
為
美
。
」
と
い
う
場
合
の
望
を
、
社
会
的
地
位
と
解
し
よ
う
が
、
或
は
分
派
と
み
ょ
う
が
、
そ
れ
ら
に
か
か
わ
り
な
く
、
ヨ
天
下
の
諸
子
一
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
〇
号
一
六
の
う
ち
、
京
兆
が
最
高
」
と
い
う
の
は
、
京
兆
と
い
う
土
地
を
こ
の
一
派
の
根
拠
地
、
め
じ
る
し
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魏
晋
南
、
北
朝
に
お
い
て
、
土
地
に
関
す
る
望
の
用
法
が
現
わ
れ
て
こ
な
い
の
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
は
、
門
流
の
独
立
化
が
社
会
的
に
強
調
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
故
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
唐
代
に
入
る
や
、
そ
の
よ
う
な
土
地
に
関
す
る
望
の
用
法
が
極
め
て
一
般
的
と
な
っ
た
。
即
ち
、
郡
望
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
の
意
味
は
、
以
上
に
よ
っ
て
考
え
れ
ば
門
閥
社
会
が
崩
壊
し
、
官
僚
社
会
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
〔
本
論
文
は
、
「
郡
望
と
土
断
」
（
「
史
学
研
究
」
百
十
三
号
）
と
共
に
、
昭
和
四
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
、
「
南
朝
の
成
立
」
の
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
〕
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